
障害防止対策
溶接ヒューム

一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会東京支部
令和4年度第3回労働安全衛生研修会

令和4年9月30日

一般社団法人 日本労働安全衛生コンサルタント会 東京支部

労働安全コンサルタント

労働衛生コンサルタント

中井 知章

改正法令に対応した
アーク溶接の安全衛生対策のポイント
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1.溶接ヒュームとは
2.溶接ヒュームは特化則に指定されました
3.アーク溶接の安全衛生対策の基本
4.安全衛生対策のポイント1(ヒューム発生量の低減策)
5.安全衛生対策のポイント2(風速の影響)
6.安全衛生対策のポイント3(濃度測定)
7.その他の安全衛生対策

改正法令に対応した
アーク溶接の安全衛生対策のポイント



アーク溶接の危険・有害因子と人体に及ぼす影響
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Mn:呼吸器障害・神経機
能障害
ヒューム:肺がん



アーク溶接等に係る最近の改正法令
金属アーク溶接等作業において、溶接ヒュームは、特定化学物質障害
予防規則(特化則)において、特定化学物質「第2類物質の管理第2類物
質」に指定された。従って、特化則（金属アーク溶接等作業に係る措
置） 第三十八条の二十一が追加された。

資料:

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準
監督署
リーフレット

4

①

②



ガウジング
・エアアークガウジング
・プラズマアークガウジング
・ガスガウジング

アーク溶接は

は、アーク溶接等
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①金属アーク溶
接等作業とは



各種アーク溶接法

TIG(Tungsten Inert Gas)
〇シールドガス:

Ar,He,Ar+H2,Ar+He

〇母材:

 炭素鋼、ステンレス鋼、

アルミニウム合金、チタン
合金、銅合金

MAG(Metal Active Gas)
〇シールドガス

CO2,Ar+CO2,Ar+O2

〇母材
炭素鋼、ステンレス鋼

MIG(Metal Inert Gas)
〇シールドガス

Ar,He,Ar+He

〇母材
アルミニウム合金、
ステンレス鋼

資料:

溶接・接合技術入門
溶接学会編



溶接ヒュームとは、「溶接又は切断時に熱によって蒸発した物質が冷却されて固
体となった微粒子」と定義されている。(JIS Z3001)
粒子の大きさは、数nm～100nm程度の球状、針状又は不規則形状の極めて微細
な一次粒子(ナノ粒子)が形成され、さらにその一部は凝集され、粒径が10μm以
下となる二次粒子が存在する。

②溶接ヒュームとは
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溶摘

溶接ヒュームの健康障害防止対策 中災防



8

平成２１年度
屋外のアーク溶接作業等に係る
粉じんばく露防止対策等報告書(平成22年3月)

中央労働災害防止協会労働衛生調査分析センターp75
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呼吸域のヒューム粒径は1μm以下 自然沈降したヒューム粒径は10μm以下

平成２１年度
屋外のアーク溶接作業等に係る
粉じんばく露防止対策等報告書(平成22年3月)

中央労働災害防止協会労働衛生調査分析センターp76
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溶接安全衛生マニュアル 日本溶接協会安全衛生・環境委員会編
平成14年4月20日 産報出版社
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独立行政法人高齢・障害・休職者
雇用支援機構 職業能力開発総合
大学校 高橋潤也
安全衛生コンサルタント 2021 

vol.41 No.138

CO2溶接

Ar-2%O2溶接

被覆アーク溶接
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独立行政法人高齢・障害・休職者雇用
支援機構 職業能力開発総合大学校
高橋潤也
安全衛生コンサルタント 2021 vol.41 

No.138
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粉じん粒径と呼吸器内沈着率
名村造船所マンガン中毒労災認定戦いの記録
参考資料(1)溶接作業での健康障害とその予防対策
八上享司 関西労働者安全センター(大阪)ホームページ
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吸入性金属ヒュームの人体への影響
金属成分 急性影響 慢性影響

Fe酸化物 比較的影響低い 酸化鉄肺(溶接工肺)

Si酸化物 比較的影響低い 軽度の繊維化(非晶質で遊離ケイ酸少ない)

Mn酸化物 金属熱 神経機能障害

Cr(Ⅲ)酸化物 喘息、気管支炎、肺炎 影響低い

Cr(Ⅵ)酸化物 喘息、気管支炎、肺炎 鼻中隔欠損、気管支炎、腎臓障害、肺がん(IARC:グループ1)

Ni酸化物 喘息、肺炎、肺水腫 肺がん(IARC:グルーブ1)

Al酸化物 比較的影響低い アルミナ肺

Zn酸化物 金属熱 肺機能低下、間質性肺炎

Cu酸化物 上気道・眼の刺激、金属熱 貧血、皮膚・毛髪の脱色、肝臓・腎臓の障害

Ti酸化物 未確認 発がん性(IARC:グループ2B)

Mg酸化物 金属熱、眼や粘膜の刺激、咳、胸痛 未確認

Mo酸化物 比較的影響低い、眼と粘膜の刺激 体重低下、肝臓・腎臓の障害

Co酸化物
気管支炎、肺炎、眼の角膜・結膜の
炎症

発がん性(IARC:グループ2B)

Be酸化物
上気道の刺激、気管支炎、間質性
肺炎

ベリリウム肺、発がん性(IARC:グループ1)

WES 9009-2:2022 溶接・熱切断及び関連作業における安全衛生
第2部:ヒューム及びガス
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マンガンについて

①沸点が鉄より低い

②酸化されやすい

③2価の塩基性酸化マンガンが最も安定である

Mn:融点1244℃、沸点1962℃
Fe: 融点1535℃、沸点2750℃
Si : 融点1410℃、沸点2355℃

Mn2+ ＋2e-
→Mn －1.18eV(標準還元電位)

Fe2+ ＋2e-
→ Fe          －0.44eV(標準還元電位)

MnO(酸化マンガン) Mn:+2価
Mn2O3(三酸化二マンガン) Mn:+3価
Mn3O4(四酸化三マンガン) MnO:Mn2O3=1:2



圧延鋼板JIS抜粋(軟鋼)

溶接・接合技術入門 溶接協会編 産報出版



溶接構造用圧延鋼板(JIS G3106) 溶接・接合技術入門 溶接協会編 産報出版



軟鋼および高張力鋼用ソリッドワイヤの規格抜粋(JIS Z3312-1999)

溶接・接合技術入門 溶接協会編 産報出版
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各種溶接法とヒューム発生量

資料:
溶接安全衛生マニュアル
日本溶接協会安全衛生・環境委員会編
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溶接ヒュームの化学組成

資料:
溶接安全衛生マニュアル
日本溶接協会安全衛生・
環境委員会編



溶接ヒュームの組成（軟鋼、50kg/mm2高張力鋼溶接材料）

21

アーク溶接作業の安全と
衛生(第4回)
(一社)日本溶接協会溶接
情報センターWEL-COM 
溶接技術者交流会
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塩基性酸化マンガンの有害性について

令和元年度化学物質による労働者の健康障害防
止措置に係る検討会報告書
(マンガン及びその他並びに溶接ヒューム)

令和2年2月10日

①文献によれば、溶接ヒューム及び溶解フェロマンガン・ヒュームのいずれも、塩基性酸化

マンガンが含まれているとされる。文献によれば、塩基性酸化マンガンを含む溶接ヒューム及
び溶解フェロマンガン・ヒュームへのばく露による神経機能障害が多数報告され、その多くは、
ばく露量―作用関係が認められた。また塩基性酸化マンガンに関する特殊健康診断において、
一定の有所見者(2.4%)が認められる。

②以上から、従来の第二類特定化学物質である「マンガン及びその化合物(塩基性酸化マンガ
ンを除く。)から「(塩基性酸化マンガンを除く。)」を削除し、「マンガン及びその化合物」と
することが妥当である。

③ACGIH及びECの提案理由書及びそれに引用されている文献等をレビューした結果を踏まえ、
マンガン及びその化合物の管理濃度は、マンガンとし0.05mg/m3(レスピラブル粒子)とすへき
である。
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産業衛生学会誌63巻,2021 p264-266

発がん性分類の提案暫定物質(2021)の提案理由 2021年5月18日

溶接ヒューム 発がん分類 「第1群」
「第1群」はヒトに対して発がん性があると判断できる物質・要因である。
この群に分類される物質・要因し、疫学研究からの十分な証拠がある。

発がん性分類の提案
溶接ヒュームにおいて、症例対照研究のプール解析や多施設症例対照

研究、コホート研究の結果から、溶接ヒュームが肺がんを誘発する十分
な発がん性の証拠があると判断した。以上より溶接ヒュームの発がん性
分類を第1群とすることを提案する。

日本産業衛生学会 許容濃度等の勧告（2021年
度）

溶接ヒュームの発がん性について
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日本産業衛生学会関東地方会第295回例会第45回関東産業衛生技術部会研修会 2022年2月19日
ZOOMウェビナーによるオンライン会議
溶接ヒュームの発がん性評価
森本泰夫(産業医科大学産業生態科学研究所呼吸病態学)
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令和元年度 化学物質による労働者の健康障害防止措置に関する検討会報告書
(マンガン及びその化合物並びに溶接ヒューム) 令和2年2月10日

溶接ヒュームの発がん性について

国際がん研究機構（IARC )は、 2017 年、 溶接ヒュームをグループ１（ヒトに対する発
がん性）に分類した (IARC ( 2017))。 20 程度の症例対照研究、 30 程度のコホート研究 に
おいて、 溶接作業者等溶接ヒュームにばく露する者の肺がんのリスクが上昇しているこ
とが報告 されている。 累積ばく露に関するばく露反応関係 も、いくつかの大規模研究で確
認されたとし ている（ tMannetjeら (2012) 、 Matratら (2016) 、 Sorensen ら (2017) 、 

Siewら ( 2008)）。ただし、 ヒュームへのばく露は、間接的な評価 による（溶接工程や材料、
業種、職種、専門家の評価又は事故申告）。 原因物質や発生機序についての報告はない 。

発がん性に伴う特別管理物質への位置付けについては、溶接ヒュームは、疫学研究によっ
て発がん性があることが示されたが、原因物質は特定されず、じん肺を機序とする原発性
肺がんとの区別もついていない（ 別紙１ 参照）。このため、当面、特別管理物質としては
位置付けず、発がんの原因物質等の知見が明らかになった時点で、再度検討を行うこと が
妥当である。



第2類物質の製造又は取扱いに際して設備上の措置のあり方の違いによって分類されている。

密閉式

密閉式

発散抑制装置、呼吸用保護具等
有機測の規定を準用する

上記以外のもの

第2類物質は慢性・遅発性障害を引き起こす物質のうち第1類物質に属しないものをいう。
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溶接ヒュームが仲間入
りしました



別表第三 特定化学物質（第六条、第九条の三、第十七条、第十八条、第十八条の二、第二十一条、第二十二条関係）
 一 第一類物質 １ ジクロルベンジジン及びその塩 ２ アルフア－ナフチルアミン及びその塩 ３ 塩素化ビフエニル（別名
ＰＣＢ） ４ オルト－トリジン及びその塩 ５ ジアニシジン及びその塩 ６ ベリリウム及びその化合物 ７ ベンゾトリクロ
リド ８ １から６までに掲げる物をその重量の一パーセントを超えて含有し、又は７に掲げる物をその重 量の〇・五パー
セントを超えて含有する製剤その他の物（合金にあつては、ベリリウムをその重量 の三パーセントを超えて含有するもの
に限る。）

 二 第二類物質 １ アクリルアミド ２ アクリロニトリル ３ アルキル水銀化合物（アルキル基がメチル基又はエチル基で
ある物に限る。） ３の２ インジウム化合物 ３の３ エチルベンゼン ４ エチレンイミン ５ エチレンオキシド 
６ 塩化ビニル ７ 塩素 ８ オーラミン ８の２ オルト－トルイジン ９ オルト－フタロジニトリル 10 カドミウム及
びその化合物 11 クロム酸及びその塩 11の２ クロロホルム 12 クロロメチルメチルエーテル 13 五酸化バナジウム 
13の２ コバルト及びその無機化合物  14 コールタール 15 酸化プロピレン 15の２ 三酸化二アンチモン 16 シ
アン化カリウム 17 シアン化水素 18 シアン化ナトリウム 18の２ 四塩化炭素 18の３ 一・四－ジオキサン 18の４ 一・
二－ジクロロエタン（別名二塩化エチレン） 19 三・三′－ジクロロ‐四・四′－ジアミノジフエニルメタン 19の２
一・二－ジクロロプロパン 19の３ ジクロロメタン（別名二塩化メチレン） 19の４ ジメチル－二・二－ジク
ロロビニルホスフェイト（別名DDVP） 19の５ 一・一－ジメチルヒドラジン 20 臭化メチル 21 重クロム酸及びその塩 
22 水銀及びその無機化合物（硫化水銀を除く。） 22の２ スチレン 22の３ 一・一・二・二－テトラクロロエタン（別名
四塩化アセチレン） 22の４ テトラクロロエチレン（別名パークロルエチレン） 22の５ トリクロロエチレン 23 トリレ
ンジイソシアネート 23の２ ナフタレン 23の３ ニツケル化合物（24に掲げる物を除き、粉状の物に限る。） 24 
ニツケルカルボニル 25 ニトログリコール 26 パラ－ジメチルアミノアゾベンゼン 27 パラ－ニトロクロルベンゼン 
27の２ 砒(ひ)素及びその化合物（アルシン及び砒(ひ)化ガリウムを除く。） 28 弗(ふつ)化水素 29 ベータ－プロピオ
ラクトン 30 ベンゼン 31 ペンタクロルフエノール（別名ＰＣＰ）及びそのナトリウム塩 31の２ ホルムアルデヒド 
32 マゼンタ  33 マンガン及びその化合物(塩基性酸化マンガンを除く) 33の２メチルイソブチルケトン 34 沃(よ
う)化メチル 34の２ 溶接ヒューム  34の３ リフラクトリーセラミックファイバー 35 硫化水素 36 硫酸ジメチル 37 
１から36までに揚げる物を含有する製剤その他の物で、厚生労働省令で定めるもの 

三 第三類物質 １ アンモニア ２ 一酸化炭素 ３ 塩化水素 ４ 硝酸 ５ 二酸化硫黄 ６ フエノール ７ ホスゲン ８ 硫酸 ９ １
から８までに揚げる物を含有する製剤その他の物で、厚生労働省令で定めるもの

労働安全衛生法施行令
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特化則 第五章の二 特殊な作業等の管理
（金属アーク溶接等作業に係る措置）
 第三十八条の二十一が追加され、これに基づい
た安全衛生対策が基本となります。

28

改正法令に対応したアーク溶接の
安全衛生対策の基本
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「屋内作業場」と
「継続して行う屋内作業場とは

「屋内作業場」とは、以下のいずれかに該当する作業場を
いいます。
①作業場の建屋の側面の半分以上にわたって壁、羽目板その他の遮蔽
物が設けられている場所
②ガス、蒸気または粉じんがその内部に滞留するおそれがある場所

「継続して行う屋内作業場」には、建築中の建物内部等で
金属アーク溶接作業を同じ場所で繰り返して行わないもの
は含まれません。



改正法令に対応したアーク溶接の安全衛生対策のフロー

①全体換気の実施又はプッシュプル換気、局所排気の措置を講ずる(特化則第38条の21第1項)

ただし、①は「屋内作業場」に適用

②身体に装着する試料採取機器を用いて溶接ヒューム濃度を測定する(特化則第38条の21第2項)

ただし、②および、以下③④⑤⑥は「継続して行う屋内作業場」に適用、

③溶接ヒュームの濃度測定結果(マンガン0.05mg/以上のとき)に応じて換気装置
の風量増加その他必要な措置を講ずる(特化則第38条の21第3項) 

●溶接方法、母材もしくは溶接材料等の変更による溶接ヒューム発生量の低減-
●集じん装置による集じん
●移動式送風機による送風-

④効果確認のため溶接ヒューム濃度を測定する(特化則第38条の21第4項)

⑤測定結果に応じて、有効な呼吸用保護具度を使用させる(特化則第38条の21第4項)

⑥1年以内毎に1回定期に適切に装着されているかフィットテストを実施する(特化則第38条の21第7項)

⑦溶接ヒューム濃度測定は所定の事項を記録し3年間保存する(特化則第38条の21第8項)

左記以外
の場合

ポイント1

ポイント3

ポイント2

ポイント3



31

①全体換気の実施又は局所排気、プッシュプル
換気の措置を講ずる(特化則第38条の21第1項)

ただし屋内作業場に適用

【プッシュプル換気装置の例】

【全体換気装置の例】

【局所排気装置の例】

溶接ヒュームの健康障害防止対策 中災防
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②身体に装着する試料採取機器を用いて溶接
ヒューム濃度を測定する(特化則第38条の21第2項)

ただし、「継続して行う屋内作業場」に適用

資料:厚生労働省・都道府
県労働局・労働基準監督署
リーフレット



試料採取方法は、作業環境測定基準第2条第2項の要件に該当する分粒装置を用いる
ろ過捕集方法又はこれと同等以上の性能を有する試料採取方法により行う。
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③溶接ヒュームの濃度測定結果(マンガン0.05mg/
以上のとき)に応じて換気装置の風量増加その他必要
な措置を講ずる(特化則第38条の21第3項) 

●溶接方法、母材もしくは溶接材料等の変更による溶接ヒューム
発生量の低減

●集じん装置による集じん
●移動式送風機による送風

（ポイント1） 溶接ヒューム発生量の低減方法

[1]シールドガスを炭酸ガスからアルゴン系ガスに変更する
[2]溶接条件(溶接電流、アーク電圧等)を見直し変更する
[3]低ヒュームワイヤに変更する
[4]パルス溶接機に変更する



マグ溶接・ミグ溶接

資料:

アイアール技術者教育研究所
ホームページ 記事コラム
→生産技術・設備技術
→生産技術のツボ

(ポイント1) 溶接ヒューム発生量の低減方法



[1]シールドガス
[2]溶接条件

 溶接電流
 溶接電圧
 トーチ角度

[3]溶接材料(ワイヤ)
[4]溶接機

  波形制御

溶接ヒューム発生量
に及ぼす因子
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シールドガスの役割

1.溶接品質の改善
アーク雰囲気や溶融池への大気侵入を防止するため
①酸素、窒素によるブローホール発生を防止
②溶接金属の靭性劣化を防止

2.作業性の改善
アークの安定性向上やアーク特性(電流、電圧、集中度)を制御
するため
①溶接ビードの健全性維持(ビード形状・外観)
①溶込み形状や深さの改善
②溶着速度増加による溶接能率の向上

3.作業環境の改善
アークの安定性向上やアーク特性(電流、電圧、集中度)を制御するため
①溶滴移行形態の改善によるスパッタ発生量の低減
②溶接ヒューム発生量の低減
③一酸化炭素やオゾン発生量の低減



CO2

Ar+CO2

Ar+O2

グロビューﾙ移行
(反発型)

スプレー移行

緊縮アーク 広がりアーク

CO2は引き締まったアーク、Ar系ガスは広がったアーク

冷
却

CO2→CO+O－283kJ

アーク力

[1]シールドガスを炭酸ガスからアルゴン系ガスに変更する
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溶接ヒューム発生量の測定方法

ハイボリューム・エアサンプラー
(1.5m3/min)による全量捕集法
(JIS Z3930)

・捕集箱(内容積0.32m3)
・ろ紙(ガラス繊維)
・アーク発生時間:1分間
・吸引時間:3分間

Fs=
𝑊2−𝑊1
𝑇

[mg/s]

Fh=Fs×3.6  [g/h]

Fs:溶接1秒間当たりのヒューム発生量[mg/s]
Fh:溶接1時間当たりのヒューム発生量[g/h]
W2:ヒューム採取前のろ過材の質量[mg]
W1:ヒューム採取後のろ過材の質量[mg]
T:アークタイム[s]

・炭酸ガスアーク溶接用ソリッドワイヤのヒューム発生現象
(溶接学会研究論文集2-220)菅哲男、小林実(㈱神戸製鋼所溶接棒事業部)

・炭酸ガスアーク溶接用フラックス入りワイヤのヒューム発生現象
(溶接学会研究論文集2-638)菅哲男、小林実(㈱神戸製鋼所溶接棒事業部)
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アルゴン含有量とヒューム発生量の関係

アルゴン系シールドガス
(Ar+CO2)は溶接ヒューム
発生量の低減に効果がある

資料:
・溶接安全衛生マニュアル 日本溶接協会安全衛生・環境委員会編
・エンジニアリングシート68 炭酸ガスアーク溶接におけるヒューム発
生量 株式会社神戸製鋼技術部

ハイボリューム・エアサンプラ
(1.5m3/min)
全量捕集法(JIS Z3930)
・母材 SM41B
・板厚 12mm
・ソリッドワイヤYGW11、YGW12
・フラックス入りワイヤYFW23
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【理由】
アルゴン系シールドガスは溶滴が小さく溶滴移行がスムーズ

に行われる。アークによる溶滴への加熱時間が小さいと考えら
れる。また高温蒸気の急激な吹き出しも抑制され周囲への飛散
が少ないものと考えられる。

①アルゴン系シールドガス(Ar+CO2)は溶接ヒューム
発生量の低減に効果がある。

資料:
・炭酸ガスアーク溶接におけるスパッタ及びヒューム低減プロセスの開発
溶接学会 平成20年度春季全国大会 セッションID120

   株式会社神戸製鋼溶接カンパニー 山崎、鈴木、輿石
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最大溶接電流Ip=500A

ベース電流Ib=150A

バルス時間Tp=8ms

②パルス溶接を利用すると、溶接ヒューム発生量は低減する
③短絡回数が増えると溶接ヒュームは増加する

資料:
・炭酸ガスアーク溶接におけるスパッタ及びヒューム低減プロセスの開発
溶接学会 平成20年度春季全国大会 セッションID120

   株式会社神戸製鋼溶接カンパニー 山崎、鈴木、輿石
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②パルス溶接を利用すると、溶接ヒューム発生量は低減する

③短絡回数が増えると溶接ヒュームは増加する

【理由】
パルスによるピンチ効果により溶滴が小さく溶滴移行がスムーズに行わ

れる。アークによる溶滴への加熱時間が小さいと考えられる。また高温蒸
気の急激な吹き出しも抑制され周囲への飛散が少ないものと考えられる。

【理由】
アーク発生状態では埋もれアーク気味となって高温蒸気の大気中への拡

散が抑制されること、短絡状態では高温蒸気の発散部が消滅し高温蒸気は
ほとんど発生しない。しかし、再点孤するとアーク熱により高温蒸気が増
加しアーク長の増加とともにプラズマ気流の増大により高温蒸気が大気中
に拡散される。

資料:
・炭酸ガスアーク溶接用ソリッドワイヤのヒューム発生現象
株式会社神戸製鋼所溶接棒事業部 菅哲男、小林実
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アルゴン系シールドガス(Ar+CO2)
を用いた、短絡のないパルスアーク溶
接が最も溶接ヒューム発生量の低減に
効果がある。

シールドガスによる溶接ヒューム
発生量低減方法の結論
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(ポイント2)集じん機と送風機使用時の注意事項

風が吹きつけるとシールドガ
スが乱され、ブローホールが
発生するので、2m/s以下にす
る必要がある。

2m/s以下の風でも溶接金属の窒素が増加し、
シャルピー吸収エネルギーが低下するので、
靭性が要求されるところでは、風速を
0.5m/s以下にする必要がある。

JIS Z3410(ISO14731)/WES8103 溶接管理技術者再認証審査
参考資料(別冊)日本溶接協会 溶接監理技術者評価委員会 2020年4月第5版
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図中の●は耐靭性、〇は耐ブローホールの良好
なデータを示す

シールド
ガス流速V

風速

通常のシールドガス条件範囲:

ノズル径18～19mmΦ、流量20～
25L/min
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⑤測定結果に応じて、有効な呼吸用保護具度を使用させる(特化則第38条の21第4項)

資料:厚生労働省・都道府県労働局・
労働基準監督署 リーフレット
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⑥1年以内毎に1回定期に適切に装着されているかフィットテストを実施する

JIS T8150(令和3年5月改正)

記録は3年間保存する

資料:厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署 リーフレット



(記録すべき事項)
一 測定日時 
二 測定方法
三 測定箇所
四 測定条件
五 測定結果
六 測定を実施した者の氏名

七 測定結果に応じて改善措置を講じた
ときは、当該措置の概要
八 測定結果に応じた有効な呼吸用保護

具を使用させたときは、当該呼吸用保護具
の概要 
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（ポイント3）溶接ヒュームの濃度測定

(3)測定の結果に応じて講じた作業環境改善
措置の内容と有効な呼吸用保護具の概要
(4)改善後の測定(第38条の21第4項)の場合、
前回の測定結果
〇前回の測定結果 (         )mg/m3

〇年月 ( )年( )月
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溶接ヒュームの濃度測定(例)

福井県環境保全協業組合ホームページ
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福井県環境保全協業組合ホームページ

溶接ヒューム濃度測定作業記録(例)

開始 終了 (分)
8:30 8:45 15 ① 朝礼 ✕
8:45 9:00 15 15 溶接準備(点検、セッティング) 〇
9:00 10:00 60 60 アーク溶接、プラズマ切断、研磨、リーマ 〇
10:00 10:15 15 ② 休憩(ろ紙交換) ✕
10:15 10:45 30 30 アーク溶接、研磨 〇
10:45 12:00 75 曲げ、せん断、組立て ✕
12:00 13:00 － 停止 昼休み(ろ紙交換) ✕
13:00 13:20 20 20 ③ 溶接準備(セッティング) 〇
13:20 14:00 40 40 アーク溶接 〇
14:00 14:30 30 30 ガスガウジング、研磨 〇
14:30 15:00 30 30 アーク溶接、研磨 〇
15:00 15:15 15 ④ 休憩(ろ紙交換) ✕
15:15 16:00 45 研磨、組立て ✕
16:00 16:45 45 塗装 ✕
16:45 17:00 15 15 片付け、掃除 〇

測定終了

総採取時間 450 分 測定状況
溶接作業時間 240 分 ・換気扇稼働、弱い気流あり、半自動アーク溶接

・ガスガウジング、プラズマ切断

作業時間 溶接作業に
含むか否か

ろ紙No 作業内容
溶接作業
時間(分)
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項目 作業環境測定(C・D測定) 個人ばく露測定 溶接ヒュームの測定

基準 作業環境測定基準(安衛法第65条)
化学物質の個人ばく露測定のガイド
ライン(日本産業安全衛生学会)

特化則第38条の21

個人サンプラーによる場の測定 個人サンプラーによるばく露測定 個人サンプラーによるばく露測定
測定対象労働者
数

「均等ばく露作業」ごとに5名以上 同左 「均等ばく露作業」ごとに2名以上

満たない場合
満たない場合は、繰り返し(作業時
間を分割)測定して5以上とする

同左
満たない場合は、作業日を変えて
測定する

測定時間
均等ばく露作業を行っている間の測
定を原則とし、片付け作業等を含め
るか否かは測定士が判断

同左
金属アーク溶接等作業の全時間
について測定(準備、研磨、後片
付けを含む)

測定時間の短縮
ばく露の程度が均一である場合は2
時間まで短縮可

同左 測定時間の短縮は不可

分割サンプリング
作業者が5名未満の場合、分割サン
プリングして測定数増は可

同左
分割サンプリングして測定数増は
不可

測定結果の評価

作業環境評価基準に基づいて測定
値を統計処理し第一評価値と第二
評価値を求め、管理濃度と比べて
管理区分を決定する

ガイドラインに基づいて測定値を統
計処理し対数正規分布の上側95%値
と算術平均値を求め、ばく露限界値
(許容濃度)と比べて管理区分を決定
する

測定値は統計処理せず、そのま
ま基準値と比べる

時間加重平均
C測定は作業時間の時間加重平均
値を用いる(作業時間平均値)

個人サンプラー8時間の時間加重平
均値を用いる(8時間平均値)

作業時間の時間加重平均値を用
いる(作業時間平均値)

基準値 管理濃度 許容濃度
マンガンの管理濃度と同じ数値
0.05mg/m3

作業環境測定(C・D測定)と個人ばく露測定と溶接ヒューム濃度測定の比較



（金属アーク溶接等作業に係る措置） 第三十八条の二十一
９ 事業者は、金属アーク溶接等作業に労働者を従事させるときは、当
該作業を行う屋内作業場の床等を、水洗等によつて容易に掃除できる構
造のものとし、水洗等粉じんの飛散しない方法によつて、毎日一回 以
上掃除しなければならない。

 10 労働者は、事業者から第五項又は第六項の呼吸用保護具の使用を
命じられたときは、これを使用しなければならない。 

※「水洗等」には超高性能(HEPA)フィルター付き真空掃除機が含まれま
すが、粉じんの再飛散に注意する必要があります。
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その他必要な安全衛生対策①



（特定化学物質作業主任者の選任）第二十七条 
事業者は、令第六条第十八号の作業については、特定化学物質及び四アルキル鉛等
作業主任者技能講習(特別有機溶剤業務に係る作業にあっては、有機溶剤作業主任者
技能講習)を修了した者のうちから、特定化学物質作業主任者を選任しなければなら
ない。 
２ 令第六条第十八号の厚生労働省令で定めるものは、次に掲げる業務とする。 
一 第二条の二各号に掲げる業務 
二 第三十八条の八において準用する有機則第二条第一項及び第三条第一項の場合
におけるこれらの項の業務(別表第一第三十七号に掲げる物に係るものに限る。) 

（特定化学物質作業主任者の職務） 第二十八条 
事業者は、特定化学物質作業主任者に次の事項を行わせなければならない。
 一 作業に従事する労働者が特定化学物質により汚染され、又はこれらを吸入しない
ように、作業の方法を決定し、労働者を指揮すること。 
二 局所排気装置、プッシュプル型換気装置、除じん装置、排ガス処理装置、排液処
理装置その他労働 者が健康障害を受けることを予防するための装置を一月を超え
ない期間ごとに点検すること。 
三 保護具の使用状況を監視すること。 
四 タンクの内部において特別有機溶剤業務に労働者が従事するときは、第三十八
条の八において準用 する有機則第二十六条各号に定める措置が講じられていること
を確認すること。 
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その他必要な安全衛生対策②



特殊健康診断の実施等
(特化則第39条～第42条)
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その他必要な安全衛生対策③



その他必要な安全対策④
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その他必要な安全対策⑤
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資料:厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署 リーフレット

2023年4/1～

継続屋内

継続屋内

継続屋内

屋内

継続屋内

継続屋内

屋外

屋内継続屋内 屋外

屋内継続屋内 屋外

継続屋内 屋内 屋外

継続屋内 屋内③

④

⑤

③

④

⑤

①

②

①

②

施行日・経過措置
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アーク溶接の粉じん則と特化則の適用
粉じん則 特化則

作業主任者の選任 ー 〇

特別教育
非該当であるが、その他アーク溶接等の特別教
育は必要

〇、その他アーク溶接等の特別教育が必要

作業環境測定の実施 ー
非該当であるが、代わりに個人サンプラーによ
る個人ばく露測定

健康診断

3年に1回(現在作業者はじん肺管理区分1、過
去作業者はじん肺管理区分2)、1年に1回(現在
作業者はじん肺管理区分2,3、過去作業者はじ
ん肺管理区分3)

6か月に1回

記録 7年 5年
健康管理手帳 〇じん肺管理区分2,3 ー
排気・換気装置・特定化学設
備の定期自主検査

始めるとき、修理時 ー

記録 3年 ー
作業の記録 ー ー

掲示 ー
①作業主任者の氏名と職務、②立入禁止、③
禁煙・飲食の禁止

換気装置・局所排気装置の
計画届(設置届)

〇(屋内は全体換気装置、坑内は換気装置、タ
ンク・船舶の内部・菅・車両はない

〇

呼吸用保護具
〇規則別表第3に入る、電動ファン付き(ずい道
の掘削・積込・積卸、コンクリート吹付)

〇

保護衣・保護手袋・保護長靴 ー ー
関係者以外の立ち入り禁止 ー 〇
運搬・貯蔵の容器処理 ー 〇
ぼろ等の処理 ー 〇
禁煙・飲食の禁止 ー 〇

休憩室・休憩設備
屋内・タンク・船舶の内部・菅・車両において休
憩設備

休憩室

洗浄設備 ー 洗眼、洗身、うがい、更衣設備、洗濯設備

作業衣の汚染除去
休憩室に除去できる用具、休憩設備を利用する
前に除去

洗浄設備で身体を洗浄

清掃
屋内において毎日一回以上床等を水洗等で清
掃、月1回床、設備、休憩室を清掃

毎日一回以上床等を水洗等で掃除

適用除外 臨時作業 ー
局所排気装置の特例 ー ー



本日の講習が皆様の労働安全衛生の一助に
なれば幸いです。

お疲れ様でした！
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